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Chemistry of  
Functional  Molecules

機能分子
化学科

●重松利彦（教授・理博） ●町田信也（教授・工博） ●内藤宗幸（講師・工博）

●茶山健二（教授・理博） ●岩月聡史（准教授・理博）

無機材料化学研究室

研 究 室 紹 介 全5研究室

L A B O R A T O R Y  I N T R O D U C T I O N

機能性無機材料の創製と物性・構造評価

応用物理化学研究室

●山本雅博（教授・工博）

表面・界面を中心とした物理化学。表面・界面を反応場とする化学反応

表面・界面のおもしろさは、その分

子オーダーでの厚みの領域が系全

体の性質を決めることです。電気化

学の実験、電子・原子・分子レベル

ので理論解析を行っています。

微粒子や分子の界面吸着に基づ

き、エマルションや泡の安定化を行

うとともに、固体界面の化学・微細

構造を調節し、液体の濡れ性を制御

する研究を展開している。

環境・計測化学研究室

環境・計測システムの開発と反応メカニズムの解明

キーワード／表面-界面の構造・表面-界面での反応・コロイド分散系 キーワード／環境技術・貴金属・分離分析・化学センサー・反応メカニズム

材料プロセス化学研究室

化学を基盤とした高分子材料の創製 有機反応の効率化とそれによる物質創製

キーワード／高分子材料・エラストマー・流動解析・自律型環境応答・生体材料 キーワード／有機合成化学・酵素・マイクロ波・超分子化学・自己組織化 

●池田能幸（教授・工博）

有機合成化学研究室

●宮澤敏文（教授・理博）

機能分子化学科4年次

高分解能電子顕微鏡でみる原子の世界
～原子配列から物質の性質を探る～

単結晶基板表面でのナノワイヤ形成過程

半導体超薄膜の電子顕微鏡像（左図）と対応する原子配列（右図、白丸は原子）

　高校の化学の教科書を開いてみますと、冒頭に「原子」についての記述があります。すべて

の物質が非常に小さな粒子である原子で構成されていることは、もはや常識といってもいい

でしょう。そして、物質が示す様々な性質は、物質を構成する原子の種類や並び方（原子配列）

と深い関係があることも分かっています。しかし、現在でも原子配列が分かっていない物質は

意外と多く、我々が普段何気なく利用している機器に組み込まれている材料の中にも、正確な

原子配列が分かっていないまま用いられているものが少なくありません。私たちの研究グ

ループでは、より高性能な材料を創製するため、特に薄膜やナノ結晶などのナノ構造体に注

目し、その形成過程や原子配列を調べています。

　これまで、光ディスクなどに用いられる光記録材料薄膜、半導体ナノ結晶などの構造を明ら

かにしてきました。大きさが数10ナノメートルのこれらナノ材料を詳細に調べるためには、高

い空間分解能を持つ透過電子顕微鏡が不可欠です。近年の電子顕微鏡技術の進歩はめざま

しく、これまで観察が困難であった小さな原子の可視化や、三次元構造情報も取得することが

できるようになりました。しかし、それらの技術を駆使しても、構造解析が困難な物質は多数

あります。ガラスなど原子配列が乱れたアモルファスと呼ばれる物質はその代表例です。この

ような複雑な構造を解き明かし、構造と物性との相関を調べていきたいと考えています。 　私の研究テーマは、透過電子顕微鏡を用いた“その

場”観察により、固体中での化学反応や相変化の様子

を原子スケールでリアルタイムに追跡し、物質が形成

されるメカニズムを明らかにするというものです。今

まで意識していなかった細かな操作が多く、試料作製

で苦戦していますが、自分の

目で原子を見ることができ

るのは、とても魅力的です。

大学受験は大変だと思い

ますが、受験生のみなさ

んは本当にしたいことを

見つけて、目標に向かっ

て頑張ってください。

学生インタビュー

400nm

半導体超薄膜半導体超薄膜

5 nm5 nm

大阪大学大学院工学研究科マテリアル科学専攻博士後期課程修了

電子線構造解析。ナノ物質やランダム系物質などの創製と透過電子顕微鏡法を主体とした
構造物性評価。

機能分子化学科／無機材料化学研究室 NAITO Muneyuki内藤  宗幸
講師　博士(工学)
研究内容 

「高分子材料学」として、優れた力学

特性を有するエラストマーを創製す

るとともに、高分子材料の流動解析

により省エネルギーで高品質な成形

加工技術を開発している。

「生体材料創成学」として、高分子鎖

の自律的な環境応答変化を分子レベ

ルで調律し、表面・バルク特性が規定

されたバイオマテリアルへ展開して

いる。

「有機合成化学」として、酵素のもつ高

選択的な触媒能を有効に利用して有

用化合物の合成を目指すとともに、マ

イクロ波を利用した有機合成反応の

効率化などに取り組んでいる。

「超分子化学」として、自己組織化能

をもつユニット分子を設計・合成し、

そこから機能性有機ナノ構造体を一

挙に構築する。

　重松利彦教授や町田信也教授のグループと協

力して、無機材料の合成から物性評価、構造解析

まで一貫した研究体制を構築し、研究をすすめて

います。

　電子顕微鏡でナノの世界を旅しながら、これ

まで存在しなかった、あるいは誰も存在に気付

いていなかったナノ物質の発見に立ち会える

かも。

●機械的強加工による機能性材料の創製と

　相変態挙動に関する研究

●イオン伝導性を有するセラミックス材料の

　創製と物性評価

●自己組織化によるナノ材料の創製と

　透過電子顕微鏡法による局所構造解析

■研究室の特色

■研究室の自慢

■この研究室で行われている研究テーマ

無 機 材 料 化 学 研 究 室

透過電子顕微鏡その場観察による
強磁性体超薄膜形成過程の解明

研究テーマ

環境有害物質や貴金属などの希少

元素の分離・分析法の開発と、食品

などの成分分析を通して、私たちの

生活に役立つ環境技術を開拓して

いる。

分離・分析プロセスにおける化学

反応メカニズムの解明を通して、

高効率な分析化学反応の構築を

行い、新たな高感度化学センサー

に展開している。

●渡邉順司（教授・博士（材料科学））

本研究室では、原子やイオンが固体中を移動する現象に注目して、リチウム

電池の電極材料や固体電解質、水素吸蔵合金などの機能性無機材料の創

製および物性評価に関する研究を進めている。また、透過電子顕微鏡法に

よる詳細な局所構造解析を行うことで、各種材料における特性発現機構を

明らかにし、新規機能性材料創製に展開する研究に取り組んでいる。

●檀上博史（准教授・理博）

●村上良（講師・理博）

キーワード／光触媒・リチウム電池・機能性セラミックス・アモルファス・
　　　　　   電子線構造解析

千田 麻衣子さん
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